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                                                               令和３年９月１日 

                                                               教育委員会事務局 

 

ＩＣＴを活用した新たな学びの取組み状況について（その２） 

 

１ 主旨 

区立小・中学校の児童・生徒１人１台のタブレット型情報端末等のＩＣＴを活用した

新たな学びの取組み状況について報告する。 

 

２ タブレット型情報端末及び周辺機器の追加配備 

（１）タブレット型情報端末の追加配備（教員用及び今後の児童・生徒増対応） 

    ①目的 ＩＣＴを活用した学びをさらに推進していくため、教員用タブレット型情報

端末の不足分を追加するとともに、今後の児童・生徒の増加に対応する。 

  ②配備台数 ３，３００台 

  ③端末納入事業者 東京都港区芝浦１－２－３ 

三井住友トラスト・パナソニックファイナンス株式会社 

④納期 令和３年１０月３１日 

⑤契約金額 １７２,０４７,４８０円（消費税込み、４１カ月賃貸借） 

（２）周辺機器の追加配備 

    ①目的 タブレット型情報端末を学校内のより多くの場所で利用できるようにするた

め、可搬型無線アクセスポイントを追加配備する。また、授業での効率的な

活用のため、タブレット型情報端末の画面をモニターに転送できる画像転送

機を全学級に配備する。なお本件は、第３回定例会に補正予算を提案する。 

  ②配備台数 可搬型無線アクセスポイント ４００台 

        画像転送機 １，１４１台 

③スケジュール（予定） 令和３年 ９月 第３回定例会に補正予算を提案 

                １１月 納期 

④補正予算要求額 ５９，９０５千円 

        ※特定財源あり（５９，９０５千円） 

 

３ ソフトウェアを活用した学びの取組み 

（１）学習支援アプリによる新たな学び 

①ロイロノート・スクール 

   当該アプリは、教材を配布し児童・生徒が個別に学び、さらにグループ内で共有し

意見交換を行うなど学び合うためのツールである。また、児童・生徒の理解度が確認

でき、学習履歴が蓄積されるなど教員にとっても、効果的に指導に活かすことができ

る。夏季休業中には、編集機能を用いて自由研究をまとめたり、植物を撮影して観察

記録を提出する課題に取り組んだりするなど様々な事例が見られている。 
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  ②Ｑｕｂｅｎａ（キュビナ） 

   ＡＩによって出題される基礎的な問題や発展的な問題に自分のペースで取り組むこ

とができるアプリである。夏季休業中には、復習に活用したり、新たな学習問題に主

体的に挑戦したりするなど個別最適化された事例も見られている。なお、研究協力校

においては、生徒が立てた学習目標の達成状況を教員が分析して一人一人の課題に応

じた指導を行う研究に取り組んでいる。 

（２）その他 

  ①ＩＣＴインフルエンサーによるＩＣＴ活用の理解促進 

   ＩＣＴインフルエンサーが作成した端末やアプリの多様な操作方法・活用例の動画

及びテキスト資料を全ての教員に配信した。さらに家庭学習や保護者への理解の推進

のために、ＩＣＴを活用した新たな学びの具体的なイメージを動画にまとめ、保護者

への配信、ホームページへの掲載を行っている。 

  ②特別支援学級（知的固定学級）におけるアプリ活用の検証 

   特別支援学級におけるＩＣＴの活用については、一人一人の児童・生徒に応じた新

たな活用法について今後研究を重ねる必要がある。研究協力校において、児童・生徒

のコミュニケ－ションの活性化等に有用なアプリを選定し、学習面や生活面における

効果検証を行い、今後の学習に活用する。 

  ③アプリの追加導入 

各学校の児童・生徒の実態に応じて、授業や自主学習に活用できる各種のアプリを

学校ごとに順次導入している。 

  ④マイクロソフト３６５の活用 

文書作成、協働編集、発表等で活用していくために、全ての児童・生徒及び教員が

マイクロソフト３６５関連アプリ（Word、Excel、PowerPoint、Teams、OneDrive

等）を利用できる環境を整備している。 

 

４ 教員支援・人材育成の推進 

（１）ＩＣＴ支援員による学校・教員支援 

  ①ＩＣＴ支援員の追加配置（別紙） 

   全ての学校で教員のＩＣＴ活用指導スキルを高め、児童・生徒が端末を活用した新

たな学びができるようにするため、ＩＣＴ支援員（端末やアプリの操作支援や、教員

に対する相談・助言を担う）の月１～２回の学校訪問回数を、週１回に増加させる。

さらに、活用に課題がある学校については、一定期間、週２回の訪問支援を行うなど

学校配置体制を強化する。 

  ②児童・生徒及び教員向けアンケートによるＰＤＣＡサイクルの確立 

児童・生徒の情報活用能力の高まりや教員の指導スキル等の達成度を確認するた

め、定期的にアンケートを実施し、適切に支援を行う仕組みを構築する。 

③ＩＣＴ支援員の追加配置による補正予算要求額 

６２，５９５千円（現在の委託事業の契約変更） 

    ※特定財源あり（２９，０９９千円） 
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（２）教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

   教員の活用指導力の向上のための研修を以下のように行っている。また、今後はロ

イロノート・スクールやＱｕｂｅｎａの次の段階の活用研修を行う。 

  ①職層に応じた研修（校長研修、副校長研修、教務主任研修） 

②年次研修（中堅教諭等資質向上研修、２年次研修、初任者研修） 

③ＳＴＥＡＭ教育研修（プログラミング教育担当等対象） 

④夏季教員研修（スキル向上を目指すビギナー研修） 

⑤ＩＣＴ推進リーダー向け研修及び導入研修 

⑥ＩＣＴインフルエンサー向け研修及びインフルエンサーによる教員研修 

   

 



 



ＩＣＴを活用した新たな学びの推進体制の強化

ＩＣＴ活用
が活発な
学校
25%程度

ＩＣＴ活用
において
標準的な
学校

ＩＣＴ活用
に課題が
ある学校
10%程度

〇 ハードウェアの追加配備

別紙

ＩＣＴ支援員

更なる
向上

強
化

（教員のＩＣＴスキル向上等のソフト面の取組みを下支えするためのハード面の追加整備が必要）

学校

タブレット端末

3,300台

（教員、生徒増対応）

可搬型アクセスポイント

400台

（追加配備、クラス増対応）

画像転送機

1,141台

（全クラス分）

週１回 週２回
月１～２回

ＩＣＴ支援員

底上げ

〇ＩＣＴ支援員の追加配置


